
【
３
月
】

１
日
（
水
）
県
立
高
校
51
校
で
卒
業

式
。

３
日
（
金
）
県
教
委
、
県
立
高
校
一
般

選
抜
の
確
定
出
願
状
況
を
発
表
。

倍
率
は
全
日
制
１
・
12
倍
、
定
時

制
０
・
73
倍
。

８
日
（
水
）
県
立
高
校
一
般
選
抜
の
学

力
検
査
。

９
日
（
木
）
県
教
委
、
県
立
高
全
日
制

普
通
科
の
全
県
一
区
制
度
の
検
証

報
告
（
素
案
）
。
中
高
生
や
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
肯
定
意
見

が
９
割
を
占
め
る
一
方
、
首
長
の

聞
き
取
り
で
は
「
高
校
序
列
化
」

や
「
南
部
進
学
校
へ
の
流
れ
」
を

懸
念
す
る
意
見
が
挙
が
っ
た
。
さ

ら
に
21
日
（
火
）
の
臨
時
市
長
会

議
で
は
デ
ー
タ
収
集
や
評
価
方
法

に
つ
い
て
批
判
や
意
見
が
相
次
い

だ
。

９
日
（
木
）
県
教
委
、
県
議
会
委
で
の

質
問
に
「
指
導
力
不
足
」
の
教
員

が
02
年
度
以
降
31
人
い
た
と
回
答
。

10
日
（
金
）
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
し

て
県
警
が
昨
年
、
児
童
相
談
所
に

通
告
し
た
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の

数
は
６
６
３
人
と
、
前
年
の
４
倍

以
上
に
急
増
。
児
相
へ
の
通
告
を

強
化
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
。

11
日
（
土
）
「
原
発
の
な
い
社
会
へ
２

０
１
７
び
わ
こ
集
会
」
（
大
津
市
）

13
日
（
月
）
高
島
市
の
小
６
女
児
が
い

じ
め
の
疑
い
で
不
登
校
に
な
っ
た

問
題
で
、
市
教
委
は
該
当
の
小
学

校
に
第
三
者
委
員
会
を
設
置
。
被

害
者
側
は
人
選
に
抗
議
へ
。

15
日
（
水
）
県
立
高
校
合
格
発
表
。
一

般
選
抜
の
合
格
率
は
86
・
９
％
。

20
日
（
月
）
県
教
委
、
新
年
度
か
ら
５

年
を
め
ど
に
、
す
べ
て
の
県
立
学

校
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
方
針
。

22
日
（
水
）
滋
賀
県
立
大
は
、
軍
事
技

術
に
応
用
可
能
な
研
究
を
助
成
す

る
防
衛
装
備
庁
の
公
募
制
度
に
、

今
後
大
学
と
し
て
応
募
し
な
い
と

す
る
学
長
談
話
を
発
表
。

28
日
（
火
）
大
津
市
と
同
市
教
委
は
小

中
学
生
の
英
語
教
育
の
質
を
高
め

る
た
め
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

３
学
期
に
全
市
立
中
学
１
年
と
、

５
つ
の
モ
デ
ル
小
学
校
６
年
に
検

定
試
験
（
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
を
実
施
す

る
。

30
日
（
木
）
県
教
委
、
傷
害
容
疑

で
書
類
送
検
さ
れ
た
東
近
江
市
立

小
の
教
頭
に
停
職
６
か
月
の
懲
戒

処
分
。
依
願
退
職
へ
。

【
４
月
】

１
日
（
土
）
県
教
委
、
公
立
学
校
教
職

員
２
６
７
２
人
の
人
事
異
動
を
発

表
。
小
学
校
で
は
英
語
専
門
教
員

を
全
19
市
町
の
指
定
校
に
、
中
学

校
で
は
教
科
指
導
に
優
れ
た
コ
ア

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
10
校
に
１
人
ず

つ
配
置
、
通
級
指
導
教
室
の
担
当

教
員
は
８
人
増
、
日
本
語
指
導
教

員
も
増
員
し
た
。
新
規
採
用
は
４

９
８
人
。

７
日
（
金
）
県
教
委
、
「
働
き
方
改
革

推
進
会
議
」
の
概
要
を
発
表
。

７
日
（
金
）
県
教
育
長
、
教
育
勅
語
の

教
材
と
し
て
の
使
用
を
望
ま
な
い

考
え
を
表
明
。

10
日
（
月
）
近
江
八
幡
市
内
小
中
学
校

４
校
で
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
る
被

害
。
同
一
犯
の
可
能
性
が
高
い
と

八
幡
署
。

12
日
（
水
）
県
教
委
、
18
年
度
の
公
立

学
校
教
員
採
用
試
験
の
要
項
を
発

表
。
英
語
教
諭
の
能
力
を
重
視
す

る
。
ま
た
、
国
際
貢
献
活
動
経
験

者
特
別
選
考
や
教
員
免
許
な
し
の

社
会
人
特
別
選
考
も
実
施
す
る
。

13
日
（
木
）
県
教
委
は
５
月
１
日
か
ら

在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
。
育
児
、

介
護
、
通
勤
時
間
な
ど
一
定
の
条

件
を
満
た
す
事
務
局
職
員
を
対
象

に
週
４
回
を
限
度
に
実
施
。

18
日
（
火
）
全
国
学
力
テ
ス
ト
実
施
。

特
別
支
援
学
校
を
含
む
公
立
・
私

立
３
３
５
校
の
児
童
・
生
徒
が
受

験
。
教
師
や
保
護
者
ら
で
つ
く
る

「
子
ど
も
と
教
科
書

市
民
・
保

護
者
の
会
」
中
止
を
求
め
る
声
明

（
15
日
）

20
日
（
木
）
県
教
委
、
北
朝
鮮
情
勢
を

受
け
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
応
通
知
。

全
滋
賀
教
職
員
組
合
は
27
日
、
文

書
配
布
に
よ
る
混
乱
は
無
責
任
な

県
教
委
の
対
応
に
あ
る
と
し
て
抗

議
。

（
丹
部
）

防
衛
大
臣
や
法
務
大
臣
に
は
じ
ま
る
一

連
の
国
会
議
員
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う

人
た
ち
な
の
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
の
馬
鹿

さ
加
減
が
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
醜
態

を
さ
ら
し
て
も
平
気
な
よ
う
で
す
。
森
友

学
園
や
加
計
学
園
を
め
ぐ
っ
て
も
堂
々
と

嘘
を
つ
け
る
人
た
ち
が
日
本
の
政
治
の
中

枢
に
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
道
徳

を
教
科
に
し
ま
し
た
。
ま
じ
め
に
正
直
に
・
・
・
、

子
ど
も
に
胸
を
張
れ
る
大
人
は
多
数
い
る

は
ず
で
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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２
０
０
６
年
４
月
、
30
歳
の
時
に
、
滋

賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
に
初
め
て
の

正
規
職
を
得
た
。
そ
れ
か
ら
金
沢
大
学
に

異
動
す
る
２
０
０
８
年
10
月
ま
で
の
、
わ

ず
か
２
年
半
の
期
間
だ
っ
た
が
、
滋
賀
で

学
ん
だ
こ
と
は
多
か
っ
た
。

院
生
時
代
の
私
は
、
自
治
会
活
動
に
は

比
較
的
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
が
、
教
育
運

動
に
は
ほ
と
ん
ど
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
な
か
っ

た
。
滋
賀
県
に
来
て
か
ら
、
滋
賀
民
研
や

全
教
滋
賀
、
あ
る
い
は
高
生
研
の
皆
さ
ん

と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
本

田
清
春
さ
ん
や
植
田
一
夫
さ
ん
は
ま
だ
ば

り
ば
り
の
現
役
だ
っ
た
し
、
今
は
全
国
的

に
も
名
を
馳
せ
て
い
る
石
垣
雅
也
さ
ん
は

若
手
の
ホ
ー
プ
だ
っ
た
。
私
が
学
ん
で
き

た
社
会
学
は
、
（
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
う

と
）
教
育
を
一
般
的
に
批
評
す
る
の
は
得

意
だ
が
、
じ
ゃ
あ
、
今
こ
こ
で
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

あ
く
ま
で
控
え
め
な
学
問
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
い
い
や
と
思
い
、
教
育
実
践
の
こ
と

な
ど
真
面
目
に
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た

私
で
あ
っ
た
が
、
熱
量
の
あ
る
実
践
家
の

み
な
さ
ん
と
話
す
中
で
、
や
っ
ぱ
り
今
こ

こ
の
教
育
実
践
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
か
な
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、

す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
教
育
実
践
を
検
討
す
る
の
が
好
き
に

な
っ
た
。

子
育
て
文
化
共
同
ｉ
ｎ
滋
賀
の
集
会
の

開
催
準
備
は
、
割
と
真
面
目
に
や
っ
た
。

加
藤
直
樹
さ
ん
が
委
員
長
で
、
山
上
修
さ

ん
が
事
務
局
長
で
、
風
の
子
保
育
園
で
週

一
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
会
合
を
開
い
た
気

が
す
る
。
中
小
企
業
家
同
友
会
や
学
童
保

育
、
親
子
劇
場
、
保
育
園
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｎ
ｅ

Ｓ
な
ど
学
校
外
の
領
域
で
活
躍
し
て
い
る

様
々
な
人
と
出
会
え
た
。
意
見
や
考
え
が

合
わ
な
い
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
、
教
育
や
社
会
を
少
し
で
も
市

民
の
も
の
に
す
べ
く
、
頭
と
身
体
を
動
か

す
人
々
と
の
出
会
い
は
う
れ
し
く
、
そ
れ

を
ず
っ
と
続
け
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が
、

何
よ
り
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。滋

賀
県
立
大
学
で
は
、
２
号
前
の
本
欄

の
執
筆
者
で
も
あ
っ
た
河
か
お
る
さ
ん
や

竹
下
秀
子
さ
ん
、
八
木
英
二
さ
ん
ら
に
支

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
伸
び
伸
び
と
や
ら

せ
て
も
ら
っ
た
。
着
任
し
た
２
０
０
６
年

は
、
第
一
次
安
倍
内
閣
の
も
と
、
教
育
基

本
法
が
改
悪
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
反

対
す
る
呼
び
か
け
文
を
つ
く
り
、
賛
同
者

を
集
め
た
り
し
た
。
今
年
、
滋
賀
県
立
大

学
は
、
軍
事
研
究
禁
止
の
基
本
理
念
を
発

表
し
た
。
河
さ
ん
を
筆
頭
に
、
私
が
去
っ

て
か
ら
着
任
し
た
杉
浦
由
香
里
さ
ん
や
原

未
来
さ
ん
ら
の
が
ん
ば
り
が
あ
っ
た
か
ら

な
の
だ
ろ
う
。
頭
が
下
が
る
思
い
だ
。

石
川
県
に
来
て
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
が
出
来
た
。
で
も
初
任
地
が
滋
賀
県

で
な
け
れ
ば
、
今
と
同
じ
よ
う
な
活
動
が

出
来
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
滋

賀
の
人
た
ち
の
活
躍
を
知
る
と
、
も
っ
と

が
ん
ば
り
た
い
と
思
う
。
げ
ん
な
り
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
続
い

て
い
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
思
い
返
す

と
、
諦
め
る
必
要
も
な
い
な
と
思
う
。

（
ま
つ
だ

よ
う
す
け
）
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滋
賀
で
学
ん
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こ
と

金
沢
大
学
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・滋賀で学んだこと／松田 洋介 …P1

・どうなる？ 道徳の教科化の内容と

問題点（前編）／倉本 頼一 …P2,3

・養護学校の現状と課題～草津養護学

校小学部から／臼井 直弥 …P4,5

・第12回全国若者・ひきこもり協働実

践交流会ｉｎ東京に出席

／鎌田 ユリ …P6

・シリーズ新学習指導要領 私たちは

こう読む その１ 前文より

／滋賀民研事務局 …P7

・滋賀の教育動向 3・4月 …P8
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